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視察研修名：大津町議会総務常任委員会行政調査 

視 察 先：①神奈川県秦野市 ②埼玉県北本市 

③茨城県取手市  ④千葉県鴨川市 

期   日：令和６年８月５日（月）～７日（水） 

研修テーマ：① 地下水保全について（ＰＦＡＳ・ＰＦＯＳ検出後の現状） 

      ② 子どもの権利条例について 

      ③ グリーンスローモビリティ実証運行について 

      ④ ハラスメント防止条例の制定について 

 

研修報告 意見・感想 
【各自治体の概要】 

 人口 面積（㎢） 議会定員数 事務局体制 

秦野市 約１６万人 １０３ ２４人 ８人 

北本市 約６万９千人 １９．８ ２０人 ７人 

取手市 約１０万６千人 ６９．９ ２４人 ７人 

鴨川市 約３万２千人 １９１．１ １８人 ６人 

 

神奈川県秦野市地下水保全条例について 平成１２年３月２４日制定 

環境産業部 環境共生課長対応 

（目的） 

第一条「きれいな水とすがすがしい空気、それは私たちのいのちです。」との理念

に基づき、地下水が市民共有の貴重な資源であり、かつ公水であることにより地

下水の水質を保全すること、並びに地下水を涵養し、水量を保全することによ

り、市民の健康と生活環境を守ることを目的とする。 

 

地下水採取者の「地下水の水質保全・地下水涵養」の責任・協力金・違反者への

罰則あり 

 

（地下水採取者の責務） 

第五条 井戸により地下水を採取している者は、自ら利用する地下水に恩恵を受

けているとの認識に立ち、本市が実施する地下水の水質の保全及び地下水の涵養

に協力する責務を有するものとする。 

（協力金） 

第六十九条 市長は、地下水の水質を保全する事業その他必要な事業に要する経

費の一部に充てるため、事業者に対し、協力金の納入を求めることができる。 



公表及び罰則 

（公表） 

第七十三条 市長は、地質を汚染した者、正当な理由なく詳細調査または浄化事

業を行わない者その他この条例の規定について悪質な違反者があるときは、その

内容を本市の広報紙などにより公表することができる。 

※罰則規定・・・１０万円～５０万円の罰金規定 

 

秦野市は地下水湧水の豊富な街で「名水百選・豊富でおいしい地下水、湧水」を

誇りとしてきましたが、過去に化学物質汚染が発覚して、改めて「地下水は公水

で、水質保全と水量確保」が再認識され、そのための条例が制定されました。（有

機塩素系化学物質、テトラクロロエチレン） 

●特に参考になった点 

①地下水採取者・企業の責任と協力金の課金制度。採取井戸の届け出と水量メー

ターを市が設置して、１日平均２０㎥以上の地下水利用者は「２０円／㎥」の

協力金を課金している。 

②人に有害な化学物質を指定して、それを取り扱う業者は有害物質が地下水汚染し

たり、大気に拡散したりしないように義務付けしている。 

③一般的に地下水は無料という概念の中「くみ上げ量への課金」への抵抗はなかっ

たのか？という疑問に「秦野市は北は丹沢山地の分水嶺を境にして、町全体がす

り鉢状の盆地であるため、山地からしみ込んだ地下水、湧水は秦野市内の地下に

溜まっているので、秦野市独自の財産であり、市民の財産という認識があるた

め、協力金や罰則にも理解を得られている」との答えでした。 

●大津町に生かせそうな点 

ＴＳＭＣ半導体工場に大量の地下水がくみ上げられること、ＰＦＡＳなど有害

な化学物質による大気や地下水汚染の心配が懸念される中「田んぼでの稲作、水

張などへの地下水大量使用企業からの補助金」は、ありがたいことだが、上から

目線の補助金のように思われる。「地下水の水質と水量保全」のために白川流域

の涵養が有効というのなら「中流域はもちろん、阿蘇のカルデラ内も含めて、田

んぼや森林の保全が必要ではないか」「そのためには企業の自発的な補助金だけ

でなく、地下水大量使用企業への一定の費用負担を求めるべきではないか」その

ためには、県の地下水保全条例を改定するべきであり、中流域の大津町・菊陽町

が要求するべきだと思う。 

 

埼玉県北本市 子どもの権利に関する条例について 議会事務局対応 

 経過 

子どもの権利に関する宣言 １９５９年 国連総会で採択 

子どもの権利条約     １９８９年 国連総会で採択 

 日本政府 批准     １９９４年 約２０年前 

 全国で少なくとも６１自治体で制定。埼玉県は２００２年に子どもの権利擁護

機関を設置。北本市はかつて消滅可能性都市にアップされたが、近年は都心の地

価高騰などで人口が増えつつある。 

北本市子どもの権利に関する条例・・・令和４年１０月１日 施行 

このような思いが込められています 



 子どもを含むすべての人は、生まれながらにして自由であり、いかなる差別も

受けることなく、一人の人間として尊重され、人間らしく生きる権利を持ってい

ます。そして、子どもは生きていくためにさまざまな助けが必要なことなどから

大人と同じ基本的人権だけでなく、子どもだけの大切で特別な権利を持っていま

す。 

私たち北本市民は日本国憲法及び子どもの権利条約（児童の権利に関する条約） 

の理念に基づき、子どもの権利を保障することを宣言し、この条例を制定します 

・・・条例前文から抜粋 

  

この条例は、全ての子どもが幸せな生活を送ることができる社会を実現するた

めに、子どもの権利の内容を明らかにし、子どもの権利を守るための仕組みを定

め、子どもの権利を保障します。と説明されています。 

北本市議会では、令和２年から「子どもの権利条例」について議員提案があり

議員研修会・・「子どもの権利に関する特別委員会・７人」で１３回ほど学習、会

議を行い、令和４年３月定例会で全会一致可決。 

●特に参考になった点 

子どもの権利とは、何ぞや？・・・まず学習、認識の一致が前提である 

かなり具体的な実働条文であり、中でも子どもの権利に関する相談、さらには救

済方法、機関の設置と法的根拠など専門的知識が必要とされる。 

条例施行上の問題として、職員の業務負担増、子どもの権利擁護委員（弁護

士・学識経験者。社会福祉士）の雇用、あるいは委託のための予算確保が必要

となる。 権利擁護委員２０万４千円／人（非常勤） 

●大津町に生かせそうな点 

「子どもの権利」とはどういうものか。議会、執行部、学校、保育・幼稚園、

学童など、子どもに関係する職場などで、学習、研修が大前提ではないか。と

考えさせられました。 

 

茨城県取手市 グリーンスローモビリティ実証運行  

都市整備部 都市計画課長対応 

実証運行の成果と問題点について 

取手市は東京のベッドタウンとして早くから住宅開発が進められてきたが、５

５年ほど前、丘陵に宅地開発された住宅団地（人口約３千人、約１，５００世

帯、高齢化率４７％）で、グリーンスローモビリティ（略称グリスロ）の実証実

験（２０２１年１１月の２１日間） 

当該団地は道幅が４ｍほど、高齢者には坂道も歩くのは結構きついところ。大

津町では、吹田団地の坂道を急にしたところのようである。 

実験は「高低差を抱える高齢化住宅における路地ネットワークを活用したグリ

スロ有効性実証事業（国交省補助事業）」最大の目的は「高齢者の地域内移動の支

援」である。使用車両は国交省貸与で、ゴルフ場で見かけるゴルフカート４人乗

り。 

 ●特に参考になった点、問題点 

  １日平均２８人利用があったそうで、安全運航ができる運転手の確保が一番の 



ネック。特に坂道では、安全性、他の車が離合するときに心配である。雨風、夏

の暑さに耐えられるかも心配。普通自動車のようにドアがあり、冷暖房付きの車

両もあるようだが、費用の面でも課題がある。 

 ●大津町に生かせそうな点 

  町中心部から比較的近い地域から買い物や通院などの要望は、ますます増えて

くると思う。乗合タクシーのほうが良いと思うが、特に運転手確保の課題解決

が必要である。 

 

千葉県鴨川市 ハラスメント防止条例の制定 

 条例制定の直接的な原因 

千葉県長生村議会パワハラ事件、昨年４月村議会議長が公用車を運転していた女

性職員を殴るなどして負傷させた傷害事件に関連し、村議会は２０日新たに職員

へのパワハラとセクハラが確認されたとして、議員辞職勧告決議案を賛成多数で

可決した事件。 

令和５年１１月、鴨川市議会（２年交代）前議長から「議会におけるハラスメン

ト防止条例案の策定」の諮問があり、翌令和６年２月までに行政視察を行い、柏

市議会、川越市議会などの条例を参考にして、約３か月で条例案を策定し、３月

議会で提案、全会一致で可決された。 

鴨川市議会の総括として 

①条例策定には、条例化の機運を大切にして、スピード感を持って取り組む 

②ハラスメント防の定義は厳格化する。法令などで確立されたセクハラ、パワハ

ラなどに限定 

③限定したハラスメントを厳守するよう義務化を規定する 

④ハラスメントの判定を行う審査委員会の体制や細かい実務規定などは、条例制

定を優先して、実情に応じて整備を進める。 

●特に参考になった点 

 ハラスメントの規定を４つの具体的行為、言動などに限定する。 

 条例制定によって、議会や職員のハラスメントに対する認識を高める。 

 平行してハラスメントに関して学習を重ねる。 

 

以上、研修報告とします。 

４県、４自治体、４つの研修で移動距離が長く、きついところもありましたが、い

ずれも現地ならではの勉強になりました。 

研修先の皆さんにも大変お世話になりました。 


